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｜
｜
学
内
の
国
際
交
流
に

つ
い
て
お
考
え
を
。

　
専
修
大
学
を
グ
ロ
ー
バ
ル

な
空
気
に
満
ち
た
キ
ャ
ン
パ

ス
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
地
球
規
模
で

物
事
を
考
え
、
国
際
性
豊
か

な
学
生
を
増
や
す
こ
と
で

す
。
留
学
や
海
外
旅
行
は
大

事
な
体
験
で
す
が
、
海
外
に

行
か
な
く
て
も
国
際
的
な
視

点
は
養
え
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
専
大
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

５
０
０
人
を
超
え
る
（
４
月

現
在
）
学
部
、
大
学
院
の
正

規
留
学
生
が
お
り
、
交
換
留

学
生
や
短
期
留
学
生
も
入
れ

る
と
年
間
約
６
０
０
人
の
留

学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
環
境
の
中
で
、
一
緒
に
調

査
し
た
り
お
互
い
の
国
に
つ

い
て
発
表
し
合
っ
た
り
す
れ

ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド

が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
に
な

り
ま
す
。
専
大
に
は
国
際
交

流
会
館
を
拠
点
と
し
た
「
寮

内
留
学
」
が
あ
り
ま
す
が
、

も
っ
と
身
近
な
〝
キ
ャ
ン
パ

ス
内
留
学
〞
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
推
進
に
は
教
職
員
の

協
力
と
学
生
の
感
性
が
ほ
し

い
。
国
際
交
流
サ
ー
ク
ル
の

メ
ン
バ
ー
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
｜
｜
本
学
に
は
多
種
多
様

な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り

ま
す
。

　
長
期
交
換
、
セ
メ
ス
タ
ー

交
換
、
中
期
、
短
期
（
夏
期

と
春
期
実
施
）
に
加
え
寮
内

留
学
と
、
目
的
や
期
間
、
時

期
に
応
じ
て
留
学
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
選
べ
ま
す
。
今
後
よ

り
充
実
し
た
事
業
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
専
修
大
学
の
国
際
交
流
協

定
校
は
現
在
、
組
織
間
も
含

め
18
カ
国
・
地
域
34
校
・
機

関
で
す
が
、
特
に
、
ア
ジ
ア

諸
国
と
の
交
流
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
｜
｜
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

　
専
大
の
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

で
あ
る
「
社
会
知
性
の
開

発
」
を
国
際
交
流
の
視
点
か

ら
実
現
し
た
い
。
社
会
知
性

と
は
、
物
事
を
知
っ
て
考
え

判
断
す
る
力
で
社
会
問
題
を

実
践
的
に
解
決
す
る
基
盤
に

な
る
も
の
と
理
解
し
て
い
ま

す
。
豊
か
な
知
識
と
経
験
に

基
づ
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野

が
必
要
で
、
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
の
役
割
は
大
き
い
と
思

い
ま
す
。

　
｜
｜
留
学
や
国
際
交
流
に

つ
い
て
、
ご
自
身
の
経
験
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
１
９
９
３
年
、
米
国
ネ
ブ

ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ
ー
ン
校

で
１
年
間
、
在
外
研
究
を
行

い
ま
し
た
。
海
外
へ
は
旅
行

を
含
め
２
回
目
。
語
学
学
校

に
も
行
か
ず
米
国
に
飛
び
込

み
失
敗
も
し
ま
し
た
が
、
世

界
中
の
研
究
者
や
学
生
と
知

り
合
っ
た
こ
と
が
財
産
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
を
客
観
的

に
考
え
、
異
文
化
を
知
る
こ

と
で
日
本
ら
し
さ
と
は
何
か

を
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
世
界
の
ど
こ
か
で
紛
争
や

事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く

と
、
そ
の
国
の
友
人
の
顔
が

浮
か
び
ま
す
。
自
分
と
違
っ

た
意
見
や
異
文
化
に
対
す
る

　みなさんは、外国人と見るや、思わ

ず英語で話しかけたが相手は英語話者

ではなかった、という経験はないでし

ょうか。何が言いたいかというと、外

国語といえば英語、という考え方は、

息苦しいので

はないかと思

うのです。

　そこで今回紹介したいのはウェール

ズ語です。ウェールズは、イギリス西

部の地域ですが、ウェールズ語という

言語が存在することは知らない人が多

いでしょう。しかし、ウェールズの首

都カーディフに降り立てば、駅で待ち

受けているのは写真のような案内板で

す。例えばFfordd allanとあります

が、これはウェールズ語で、Way out

の意味です。

　ケルト系のウェールズ語は、英語と

は似ても似つかぬ言語です。Good mor

ningはBore daだとか、Thank youはDi

olchだとか。ですが、ウェールズ語は

ウェールズの公用語であり、現在60万

人ほどの話者がいる言語なのです。

　私もウェールズにいた時に、成人向

けのウェールズ語講座で習った程度の

知識しかありませんが、多くの大人が

上記の講座な

どで一生懸命

ウェールズ語を習得しようとしている

様子は印象的でした。

　英語話者に混じって「外国語」であ

るウェールズ語を学ぶ体験というの

は、非常に解放的でした。解放的とい

うのは、外国語といえば英語である、

という上記の思い込みから自由になる

体験だったということです。みなさん

も、英語以外の外国語をぜひとも学ん

でみてください。
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ウェールズ語事始

英語

ウェールズのカーディフ駅で

が
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

交
通
ア
ク
セ
ス
の
飛
躍
的
な

向
上
に
よ
り
、
大
き
く
発
展

し
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。

　
更
に
は
、
来
年
の
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
で
は
、
自
転
車
競
技
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
の
県
内
開
催
が

決
定
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

好
機
を
最
大
限
活
用
し
、
一

層
強
力
に
山
梨
の
魅
力
を
世

界
に
発
信
し
て
い
く
所
存
で

お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
魅
力
や
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
持
つ
本
県
に
お
い

て
も
、
人
口
減
少
の
加
速
化

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
県
内
産
業
を
持
続
的

に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
、
優
良
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
人
材
確
保
に
悩
ん

で
い
る
県
内
企
業
に
、
よ
り

多
く
の
若
者
が
就
職
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
、
極
め
て
重
要
な
課
題
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
企
業
は
、
企
業
間
の
取
引

が
主
流
で
消
費
者
と
の
接
点

が
少
な
い
た
め
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
多
く

の
若
者
が
東
京
に
就
職
先
を

求
め
て
い
ま
す
が
、
若
い
世

代
の
皆
さ
ん
に
県
内
の
優
良

企
業
を
知
っ
て
も
ら
い
、
山

梨
で
働
い
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
本
県
と
専
修
大
学
は
、
昨

年
１
月
に
就
職
促
進
協
定
を

締
結
し
、
大
学
内
で
の
就
職

相
談
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
、
東
京
・
有
楽
町
に
あ

る
「
や
ま
な
し
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
お
け
る
就
職

相
談
に
加
え
、
甲
府
で
開
催

さ
れ
た
育
友
会
で
の
保
護
者

の
方
へ
の
説
明
の
機
会
な
ど

を
通
じ
て
、
専
修
大
学
生
の

皆
さ
ん
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に

向
け
た
支
援
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
う
し
た
取
り
組

み
に
加
え
、
合
同
就
職
説
明

会
の
開
催
や
就
職
情
報
サ
イ

ト
の
運
営
等
に
よ
り
情
報
発

信
に
努
め
、
一
人
で
も
多
く

の
専
修
大
学
生
の
皆
さ
ん
に

山
梨
で
暮
ら
す
・
働
く
魅
力

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
日
本

の
未
来
を
切
り
拓
く
地
「
山

梨
」
で
活
躍
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　
山
梨
県
は
、
東
京
圏
に
隣

接
し
な
が
ら
、
世
界
文
化
遺

産
富
士
山
を
は
じ
め
日
本
を

代
表
す
る
山
々
に
囲
ま
れ
、

豊
か
な
自
然
や
清
ら
か
な
水

に
恵
ま
れ
る
と
と
も
に
、
高

品
質
な
農
産
物
や
高
い
技
術

と
伝
統
の
あ
る
地
場
産
業
な

ど
、
多
く
の
地
域
資
源
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
今
後
、
中
部
横

断
自
動
車
道 

山
梨
｜
静
岡

間
の
全
線
開
通
や
、
２
０
２

７
年
に
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
品
川
｜
名
古
屋
間
の
開
業

「
日
本
の
未
来
を
切
り
拓
く
地
」

 

山
梨
づ
く
り
に
向
け
て
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山梨県知事

公
開
講
座
情
報

第
１
７
０
回
国
際
交
流
特
別

講
演
会
「
や
さ
し
い
英
語
に

よ
る
経
済
学
講
座
」

　
セ
ラ
・
カ
ン
テ
ィ
ロ
ン
経

済
学
部
海
外
客
員
教
授
（
英

国
グ
ラ
ス
ゴ
ー
・
カ
レ
ド
ニ

ア
ン
大
学
）
を
講
師
に
５
回

連
続
講
演
会
を
開
催
す
る
。

①
５
月
18
日
13
時
「
富
と
所

得
の
分
配
‥
ピ
ケ
テ
ィ
の
考

察
」
②
５
月
18
日
14
時
45
分

「
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
経
済
的
不
平
等
の
代
償
」

③
５
月
25
日
13
時
「
貧
困
の

概
念
化
と
数
値
化
」
④
５
月

25
日
14
時
45
分
「
貧
困
Ⅱ
‥

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
時
間
、
ケ

ア
」
⑤
６
月
８
日
13
時
「
Ｅ

Ｕ
（
欧
州
連
合
）
と
ブ
レ
グ

ジ
ッ
ト
（
英
Ｅ
Ｕ
離
脱
）」。

い
ず
れ
も
土
曜
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
９
７
９
教
室

※
申
し
込
み
は
専
修
大
学
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。
一
度

の
申
し
込
み
で
全
５
回
ど
の

回
に
も
参
加
で
き
る
。
先
着

順
・
定
員
１
０
０
人

※
入
場
無
料

問
国
際
交
流
事
務
課
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
２
５
０

E-mail

‥iaffairs@acc.

senshu-u.ac.jp

就
職
課
か
ら

　〈
４
年
次
生
へ
〉
６
月
前

で
す
が
、
ま
だ
内
定
を
得
て

い
な
く
て
も
焦
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
採
用
意
欲
が
高

い
企
業
は
多
く
あ
り
ま
す
。

５
月
に
は
17
日
（
金
）、
20

日
（
月
）
〜
22
日
（
水
）
に

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で

学
内
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
６
月
に
も
、
複
数
回

実
施
予
定
で
す
。「
業
界
」

と
い
う
枠
に
縛
ら
れ
ず
に
、

ま
ず
は
行
動
し
て
チ
ャ
ン
ス

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　
早
く
も
内
定
な
ど
を
得
た

学
生
も
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
複
数
の
内
定
を
保
持
し

て
い
る
場
合
、
そ
の
ま
ま
時

間
が
過
ぎ
る
こ
と
は
、
皆
さ

ん
に
と
っ
て
も
企
業
に
と
っ

て
も
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
内
定
辞
退
は
遅
く
な
る

ほ
ど
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り

ま
す
。
辞
退
す
る
際
に
は
、

原
則
と
し
て
「
お
わ
び
に
伺

う
」
こ
と
を
念
頭
に
行
動
し

て
く
だ
さ
い
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
準
備
は
進
ん

で
い
ま
す
か
？
　
選
考
を
伴

う
場
合
、
履
歴
書
や
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
の
提
出
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

就
職
課
の
講
座
や
就
職
相
談

を
活
用
し
て
、
自
分
の
考
え

が
相
手
に
伝
わ
る
内
容
に
仕

上
げ
て
く
だ
さ
い
。
講
座
の

日
時
や
教
室
は
、
ポ
ー
タ

ル
、
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
、
専
修
大

学
就
活
ア
プ
リ
な
ど
で
通
知

し
ま
す
。

奥
村
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
に
聞
く

　
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
海
外
の
大
学
や
研
究

機
関
と
の
学
術
文
化
交
流

を
推
進
し
、
学
生
派
遣
、

留
学
生
や
教
員
・
研
究
者

の
受
け
入
れ
、
留
学
支
援

講
座
や
学
生
交
流
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
し
て
い
る
。
４
月
１

日
付
で
セ
ン
タ
ー
長
に
奥

村
経つ

ね

世よ

経
営
学
部
准
教
授

（
経
営
戦
略
）
が
就
任
し

た
。
任
期
は
２
年
。
大
学

の
国
際
交
流
の
あ
り
方
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
。

　「
海
外
留
学
・
国
際
交
流

フ
ェ
ア
」
が
４
月
27
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
、
留
学
希
望
の
学
生
ら
約

海外留学・国際交流フェア開く

２
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　「
留
学
生
に
よ
る
異
文
化

理
解
講
座
」
で
は
、
ラ
オ
ス

国
立
大
学
の
交
換
留
学
生
ブ

ン
ヤ
ラ
シ
ー
・
ス
ダ
ト
ー
ン

さ
ん
が
、
ク
イ
ズ
を
交
え
な

が
ら
ラ
オ
ス
の
文
化
や
生
活

に
つ
い
て
語
っ
た
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
中
国
、
韓
国

の
留
学
帰
国
学
生
と
寮
内
留

学
経
験
の
学
生
合
計
４
人
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
。

　
ほ
か
に
留
学
に
つ
い
て
の

個
別
相
談
、
国
際
交
流
会
館

見
学
ツ
ア
ー
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
、
国
際
交
流

へ
の
理
解
を
深
め
た
。

留学についての個別相談も活発に

グ
ロ
ー
バ
ル
感
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に

寛
容
さ
を
、
草
の
根
の
濃
密

な
異
文
化
交
流
か
ら
学
び
ま

し
た
。
学
生
諸
君
に
も
い
ろ

い
ろ
な
体
験
を
し
て
、
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

姿
勢
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

中
央
が
奥
村
セ
ン
タ
ー
長
。
左

は
国
際
交
流
サ
ー
ク
ル
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｐ
の
斉
藤
真
歩
さ
ん
（
文
３
）、

右
は
中
国
か
ら
の
留
学
生
チ
ン

・
キ
ン
さ
ん
（
文
３
）


